































































































通りである．以下は，Fischbein  Schnarch 
(1997) が用いたものを松浦 (2006) が訳し
たものである．また，問題 (3) は筆者が追





















































































宮川 (2013)，五十嵐 (2014) を参照のこと． 


























































 ,  による問題解決過程の分析を示す．な
お，問題 (1) はいずれも正答を与えたため，
主に問題 (2) (3) の分析を示す． 
①学生  の思考 
学生  は問題 (2)，(3) いずれも「同じ」
と解答した．問題 (2) の根拠は「1 つ目に
取り出すときは白と黒が 2個ずつあるから
1/2」というものであった．問題 (3) の根拠








目の箱の状況を = {白 1, 白 2, 黒 1, 黒 2}と
いう標本空間でモデル化し，その根元事象






















②学生  の思考 
 ここでは問題 (3) に対する  の解決過
程の分析を示す． は，問題 (3) の最終的
な解答を「小さい」としたものの，納得し
た様子ではなかった． 





3 回目白の場合に 1 回目黒を取り出す場合
が多いことから「小さい」という解答に至
った．ただ  は，黒が 2連続で取り出され
ることについてうまく説明できず次のよう
に述べる． 





































































































次の四つの要素 (P, R, L, ) で特徴づける
ことができる． 
P：問題の集合 (a set of problems) 
R：操作の集合 (a set of operators) 
L：表現体系 (a representation system) 
：制御構造 (a control structure) 
 ここで，Pは問題の集合であり，Rとは P
を解決する際に用いられる「操作の集合」


























































58 A えーと，半分っていうか，これか． 
15人の 60%．(中略) 

































という問い p 1 に取り組んだといえる．A 
は，この p 1を解決するため「縦軸に男の
子の人数，横軸に日にちをとったグラフを
描く」という操作 r 1 を行う．このときの






所に線を引く．つまり A は「グラフで 60%
の箇所を示す」という問い p 2 に対し，
「60%の値を示す横線をグラフに引く」と
いう操作 r 2 (表現 l 2 は直線) を行った．こ
こでは，A が直観的に 60%だと思う箇所に
直線を引いたと考えられる．したがって，
操作 r 2 の背景には，A の「直観」という
















p 2 グラフで 60%の箇所を示す． 
r 2 60%の値を示す横線をグラフに引く． 
l 2 図 11のグラフと直線 
 2 ・直観 (統計セッティング) 
では，何が「大きい病院」という誤った







































































い p 1 に取り組んだといえる．そして，こ
の p 1 を解決するため，「3人と 4人の場合










図5 B が作成した樹形図 
－ 40 －




B は図 5 の樹形図から数え上げによって 3
人と 4人の場合の男の子が 60%以上生まれ
る確率を求めた．これは，先の p 1と同様
の問い p 2に対して，「3人と 4人の場合の
樹形図から男の子が 60%以上生まれる確率
を数え上げによって求める」という操作 r 2 
を行ったのである．また，ここでの表現 l 2
は，図 5の樹形図のみならず，求めた確率 
(4/8 と 5/16) を表す数的表現が用いられて
いる．そして，こうした操作や表現を可能








p 1 それぞれの病院で男の子が 60%以上
産まれる確率を求める． 
r 1 3人と 4人の場合の樹形図を描く． 
l 1 図 5の樹形図 











l 2 図 5の樹形図と数 








要因があると考える．実際，15 人や 45 人
生まれる場合のすべての場合の数を樹形図
で表現することは，ほとんど不可能である．
そのため，B は制御構造  1 にあるように，





以上が男の子であるのは 2人か 3人の 2通
りであった．一方で，4 人の子どもが生ま
れるときも，60%以上が男の子であるのは
3 人か 4 人の 2 通りであり，人数が増えた
にも関わらず，生まれる人数の 60%以上が
男の子である場合の数が変わらない．また





る場合，60%以上 (3, 4, 5人) が男の子であ
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